
岡山県生まれ。翻訳家，法政大学社会学部教授。法政大学文学部英文学科卒業後，同大学院修了。
訳書は児童書，一般書，ノンフィクションなど550点以上。日本にヤングアダルト（YA）というジャンルを紹介。
中学校英語教科書『COLUMBUS 21 ENGLISH COURSE』（光村図書）の編集委員を務める。
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回ご紹介した絵本は初版の出版が1982年で

したが，今回は1963年。なんと第1回東京オリ

ンピックの前の年。超ロングセラーです。絵を描いた

リチャード・スカーリーは幼年向けの絵本作家ですが，

いまでもたくさんの絵本が読まれていて，日本語に訳さ

れたものも少なくありません。

　この絵本，絵も色も見るからに古い感じがしますが，

それがまたいい雰囲気を出しています。タイトルも実に

シンプル。I am a Bunny。冒頭の文章もシンプル。

　I am a bunny.

　My name is Nicholas.

　I live in a hollow tree.

　説明不要の3行ですが，“hollow tree”は，絵を見て

のとおり，「うろのある木」です。なんで「うろ」なんても

のが木にできるのかは百科事典で調べて，子どもたち

に教えてあげてください。林や森に行くと案外たくさん

みつかります。

　さて，この絵本は，ウサちゃんの過ごす四季をつづっ

たもので，次の見開きは“In the spring, I like to pick 

flowers.”その次が“I chase the butterflies, and the 

butterflies chase me.”こんな調子で，夏，秋，と続き，

最後は冬になって，雪が降り，“Then I curl up in my 

hollow tree and dream about spring.”

　文章はすべて現在形。その意味でもいい教材になる

でしょう。絵を見せながら読み終えたら，子どもたちに

きいてみましょう。「この子は男の子かな，女の子かな」。

ウサちゃんが遊ぶ姿がとてもかわいいので，「女の

子！」と答える子が多そうですが，最初に“My name is 

Nicholas.”とあります。日本の子どもにはこれが男性名

か女性名かわからないかもしれませんが，Nicholasは

男性名。ちなみに，Saint Nicholas（聖ニコラウス）司

教は，Santa Claus（サンタ・クロース）のモデルになって

いるといわれています。諸説あるのですが，そんな話も

してあげると，さらに親しみがわくのではないでしょうか。

前

I am a Bunny
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一般財団法人「言語教育振興財団」では，
令和2年度も小・中・高等学校，大学，
教育研究団体等を対象として，
今日の情報化・国際化・多様化の進展を踏まえ，
言語教育（国語教育・外国語教育等）の
充実・発展を図るために，理論と実践の分野について
優れた研究開発を行う団体または
個人に対して助成を行います。

令和2年度
「言語教育振興財団」
研究助成金一般公募の

お知らせ

決定・発表・交付 
令和2年2月に当財団「選考会」にて選考を行
い，選考結果は3月末までに文書にて通知しま
す。交付は，4月末までに指定された金融機関
に振り込みます。

問い合わせ先
一般財団法人
言語教育振興財団 事務局
〒141-0021
東京都品川区上大崎2-19-9
TEL＆FAX 03-3493-7340
E-mail:gengo-k@star.ocn.ne.jp
※詳細につきましては，
財団のホームページ（https://gengo-k.jp）を
ご覧ください。

応募方法・締め切り

▲

 研究開発活動についての企画書または実施
した実践報告書等の参考書類を添えて，別
に定める「助成金交付申請書」を，令和元年
12月20日（金）必着で，当財団事務局に郵
送のこと。

▲

「助成金交付申請書」を希望される方は，返
信用切手（120円）を同封の上，当財団事務
局までお申し込みいただくか，財団ホーム
ページから申請書をダウンロードしてくださ
い。

研究期間
令和2年4月～令和3年3月（原則１年間）

応募資格
言語教育（国語，英語，日本語・道徳等）に関し
て研究開発を行う教員及び教育開発を行う
小・中・高等学校・大学・教育研究団体（学校
の学年・教科単位を含む），上記に準ずると見
なされる団体及び個人

助成内容
❶言語教育の内容・方法に関するもの
　（教育内容・方法部門）

❸教育機器を利用した言語教育の在り方に
　関するもの（教育機器部門）

❷言語教育教材の質的向上に関するもの
　（教材部門）

助成件数及び金額

▲

助成件数は60件程度

▲

助成金額は１件につき原則として，
学校・団体20万～35万円，
個人15万～25万円

▲

助成金の使途は，研究に直接関係するもの
に限ります。インフラ整備のための物品購入
は対象となりません。研修出張費は，交付額
の30％を限度とし，研究に関係しない研修
出張費は助成の対象とはなりません。

助成金使途の制限
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